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画・西澤勇司

みんなで遊ぼう
ダルマサンがコロンダ！

バ
ケ
ツ
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
処

物
品
を
ま
と
め
て
入
れ
て
お
く
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➡

　

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震

被
災
地
の
益
城
町
の
避
難
所

で
は
、
保
健
師
の
指
導
に
よ

り
午
前
２
回
、
午
後
２
回
、

夕
方
１
回
の
１
日
計
５
回
の

ト
イ
レ
清
掃
が
実
施
さ
れ

た
。
人
の
手
が
触
れ
る
取
っ

手
や
便
器
レ
バ
ー
な
ど
の
消

毒
は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
０
・
１
％
液
を
浸
み
込

ま
せ
た
白
色
の
布
等
で
拭

く
。
金
属
部
分
は
腐
食
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
5
〜

10
分
経
過
し
た
と
き
に
水
拭

き
す
る
。

④
避
難
ス
ペ
ー
ス
・
レ
イ
ア

ウ
ト

　

介
護
施
設
で
は
、同
部
屋
、

同
フ
ロ
ア
で
の
人
が
一
緒
に

な
る
避
難
生
活
を
す
る
こ
と

で
、
健
康
把
握
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
。
環
境
の
急
激
な
変

化
の
防
止
や
、
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
助
け

合
い
に
つ
な
が
る
。

⑤
保
健
係
の
配
置

　

レ
イ
ア
ウ
ト
の
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
、
生
活
者
の
健
康
把
握

を
す
る
保
健
係
を
置
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
嘔
吐
、
下

痢
な
ど
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
様
の
症
状
を
発
見
し
た
場

合
、
治
療
と
と
も
に
、
施
設

内
で
の
手
指
消
毒
、
ト
イ
レ

の
衛
生
、
食
品
管
理
な
ど
、

至
急
の
再
徹
底
が
必
要
で
あ

る
。
状
況
に
よ
り
、
施
設
内

　

な
お
、
日
常
時
の
例
と
し

て
、
ホ
テ
ル
廊
下
の
嘔
吐
物

の
除
去
が
不
十
分
だ
っ
た
た

め
、
乾
燥
し
て
空
気
中
に

舞
っ
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
口

に
入
り
、
多
数
の
感
染
者
が

出
た
と
考
え
ら
れ
る
報
告
が

あ
る
。

　

次
に
、災
害
時
の
避
難
所
・

避
難
生
活
で
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
予
防
方
法
を
考

え
る
。

①
手
洗
い
・
手
指
消
毒　

　

基
本
は
、
ト
イ
レ
使
用
後

や
調
理
前
、
食
事
前
の
石
け

ん
に
よ
る
手
洗
い
で
あ
る
。

断
水
の
場
合
、
手
指
消
毒
で

消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
ま
た
は

　

災
害
時
の
断
水
の
と
き
、

手
を
洗
え
な
い
。
ト
イ
レ
が

流
せ
な
く
な
る
。
懸
念
さ
れ

る
の
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
だ
。
東
日
本
大
震
災
の

と
き
、
福
島
県
郡
山
市
の
大

規
模
避
難
所
「
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
で
、
嘔

吐
・
下
痢
症
の
集
団
発
生
が

あ
っ
た
。
国
立
感
染
症
研
究

所
の
資
料
で
は
、
発
災
約
１

カ
月
後
に
発
症
者
数
の
ピ
ー

ク
が
あ
っ
た
。
約
２
５
０
０

人
の
大
規
模
避
難
所
の
な
か

で
２
１
２
人
が
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る

嘔
吐
・
下
痢
症
に
な
っ
た
。

　

は
じ
め
は
、
ど
こ
か
ら
か

避
難
所
に
持
ち
こ
ま
れ
、
人

か
ら
人
へ
感
染
が
広
が
っ
た

と
推
定
さ
れ
た
。
主
に
排
泄

物
が
何
ら
か
の
経
路
で
手
指

に
付
着
し
、
食
品
を
介
し
て

口
に
入
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。

　

感
染
が
広
が
り
や
す
い
の

は
、
体
内
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

が
10
〜
１
０
０
個
入
っ
た
だ

け
で
、
発
症
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
だ
。
ち
な
み
に
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
、

排
泄
物
に
は
10
億
個
、
吐
物

に
は
１
０
０
万
個
の
ウ
イ
ル

ス
が
い
る
。
対
処
を
し
な
け

れ
ば
、
避
難
所
の
な
か
で
容

易
に
感
染
が
広
が
っ
て
し
ま

う
の
だ
。

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
の
例
で
は
、
感
染
の
広

が
っ
た
状
況
の
背
景
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

・
流
行
初
期
の
各
階
は
過
密

状
態
で
あ
り
、
汚
物
や
汚
染

物
の
処
理
が
不
適
切
だ
っ

た
。

・
手
指
衛
生
が
十
分
に
遵
守

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

・
生
活
用
水
の
大
半
は
共
用

ト
イ
レ
の
水
道
を
利
用
し
て

い
た
が
、
当
初
は
ト
イ
レ
清

塩
化
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
液

を
使
う
。
消
毒
剤
が
な
い
場

合
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

に
よ
る
拭
き
取
り
を
す
る
。

②
手
洗
い
方
法
の
掲
示

　

手
洗
い
順
序
の
写
真
や
絵

を
、
手
洗
い
場
所
に
貼
る
。

掲
示
は
、
生
活

者
に
手
洗
い
を

意
識
さ
せ
る
効

果
を
も
つ
。
手

洗
い
ポ
ス
タ
ー

は
、
ネ
ッ
ト
上

で
「
厚
生
労
働

省　

手
洗
い
」

で
検
索
す
る
と

ヒ
ッ
ト
す
る
。

③
ト
イ
レ
の
定

期
的
清
掃

掃
が
不
十
分
だ
っ
た
。

・
乾
燥
し
て
カ
ー
ペ
ッ
ト
や

毛
布
か
ら
粉
じ
ん
が
発
生
し

や
す
い
状
態
だ
っ
た
が
、
換

気
設
備
が
不
十
分
で
あ
り
、

効
率
的
な
換
気
を
行
う
こ
と

が
難
し
い
状
況
だ
っ
た
。

の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

０
・
１
％
液
に
よ
る
消
毒
を

す
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
Ｑ
＆
Ａ
を

Ｑ
：
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
詳
し

く
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ
：
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
症
状
か
ら
感
染

性
胃
腸
炎
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
は
、
ヒ
ト
の
小
腸
で
増
殖

し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
食
中
毒
は
、
年
間
を
通

し
て
見
ら
れ
、
冬
場
に
多
く

発
生
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
は
、

85
〜
90
℃
で
90
秒
以
上
加
熱

す
る
と
感
染
力
を
失
い
ま

す
。
魚
介
類
の
カ
キ
の
関
与

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
、
ヒ
ト
が
ウ
イ
ル
ス

を
保
有
し
、
ヒ
ト
の
排
泄
物

や
嘔
吐
物
か
ら
何
ら
か
の
原

因
で
食
品
が
汚
染
さ
れ
、
感

染
が
広
が
る
集
団
発
生
の
例

が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

症
状
は
、
潜
伏
期
間
24
〜

48
時
間
で
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
で
す
。

通
常
３
日
以
内
で
回
復
し
ま

す
。
感
染
し
て
も
全
員
が
発

症
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
発

症
し
て
も
風
邪
の
よ
う
な
症

状
で
済
む
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
で
も
、
ウ
イ

ル
ス
保
有
の
可
能
性
が
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ヒ

ト
の
便
に
、
１
週
間
か
ら
１

カ
月
間
、
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
手
洗
い
で
菌
は
い
な
く

な
る
の
？

Ａ
：
私
は
、
以
前
、
石
け
ん

に
よ
る
手
洗
い
効
果
実
験
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
手
順
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
①
蛍
光
塗
料
入
り
ク

リ
ー
ム
を
手
に
塗
る
。
②
い

つ
も
ど
お
り
石
け
ん
で
手
を

洗
い
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で

拭
く
。③
照
明
を
落
と
し
て
、

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
に
手
を
か

ざ
す
。
④
汚
れ
に
見
立
て
た

蛍
光
液
が
浮
か
び
上
が
る
。

洗
い
残
し
た
部
分
を
確
認
す

る
。
⑤
正
し
い
手
洗
い
の
方

法
で
再
び
手
を
洗
い
、拭
く
。

⑥
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
に
手
を

か
ざ
し
、
洗
い
残
し
を
確
認

す
る
。

　

私
は
、
正
し
い
洗
い
方
を

す
れ
ば
、
手
か
ら
菌
が
い
な

く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
入
念
に
２

回
手
洗
い
し
、
手
に
ブ
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ト
を
当
て
た
と
き
、

爪
の
脇
や
指
の
関
節
な
ど
洗

い
残
し
が
光
り
ま
し
た
。
す

べ
て
の
菌
を
除
去
す
る
の
は

困
難
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
石

け
ん
に
よ
る
手
洗
い
で
可
能

な
か
ぎ
り
の
菌
を
除
去
し

て
、
リ
ス
ク
を
下
げ
る
と
い

う
意
識
を
も
つ
の
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
康・衛
生
管
理
に
保
健
係
配
置
を

第
10
回 

避
難
所
・
避
難
生
活
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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